


























一方で仁和寺は、 文学作品 舞台としても多くの作品のなかにあらわれる。 『枕草子』 『紫式部日記』 『栄花物語』 には、




























































































































院の御情なく見えさせたまふことありて、いみじう恨みきこえさせたまひければ、これ 御覧じて、四 宮、いみじく頼み てまつりたる院の御心掟さばかりにこそおはしましけれと、心憂く思されて、忍びて
仁和寺に
おはしましにけ

































次の四宮師明親王と申す、幼くより出家 て、仁和寺僧正のかしづ もの ておはしますめり。







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































には、御架の菓子色々と参らする事にてなんあるに、こ 菓子、夜々失せければ、近習の人々あさましく思ひて、うかがひ見る。夜更け 人静まりて、 長高き僧の白衣なるが、 長き袋を以て、御架の菓子を取り入れけり。 「誰ならん 見れば、御所にておはしましけり。さて袋を打ちかつぎて出給ふを、度々に見奉れば、大内裏の築垣の外に諸々 非人・乞
・病者の出されたるが、
加持して給びければ、病も癒えに











の時、雪夥しく降りて、石壇の上まで、風吹き、雪積れり。石壇の上には、足駄履かぬ事なれば、「あの御足駄、脱がれ候へ、脱がれ候へ」と大衆ども云ひけり。ある大衆の申しけるは、 「田舎大衆かな。折にこそよれ。ただ召され候へ」と申しければ、既に脱がんとし給ひけるが、召してけり。実にも格式なり。さる事なれども 「禅師君の、雪の上裸足にておはせんも いたはしかるべし」と思ひて、申しける。実に格を越えたる心なり。 （中略）
御室
の御気色然るべき由、聞












































































































































































































































































































































（1）福山敏男氏 「仁和寺の創立」 （ 『日本古代学論集』 古代文学協会
　


























（7）文学作品の中の仁和寺については、 源氏物語』 「西山」用例について、浅尾広良氏「朱雀院の出家――「西山なる御寺」仁和寺准拠の意味――」 （ 『源氏物語の准拠と系譜』翰林書房
　
二〇〇四年）や、春日美穂「山をおりる
朱雀院」 （ 『源氏物語 帝― 人物と表現の連関』おうふう
　
二〇〇九年）がある。





をさすという指摘がなされてきたため「西山」用例も一覧表化した。この問題は『源氏物語』朱雀帝の准拠の問題とも深く関わっている 縄野邦雄氏 「 『源氏物語』 第二部の朱雀院について――宇多院の准拠を手がかりに――」「中古文学」第五七号
　
一九九六年、浅尾広良氏註
（7）の論考） 。なお、西山の用例は仁和寺を明確にさすものでは
なく、 『源氏物語』の例だけ 仁和寺と関連させて考えられてきたことは改めて注目される。
二八
中古中世の文学作品における仁和寺関連用例
65
付記
　
本稿は「中古・中世の古典文学作品における仁和寺の研究」として、平成二十八年度大正大学学術研究助成金
を得た研究成果の一部である。ご助言くださった大正大学文学部教授三角洋一先生、大正大学仏教学部准教授堀内規之先生に御礼申し上げます。
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